
５．スモモの交配親和性

１．時期

２．天候
　　・１５℃以上（午前９時～午後３時）で、風がない日に行う。 ６．モモで受粉が必要な品種
　　　（自然開花の花粉が良く出る日） 　　・「夢しずく」、「浅間白桃」、「一宮白桃」、「川中島白桃」、「白桃」

　　・開花期に天候不順や低温のあった年では、丁寧に人工受粉を行う。 　　・これ以外の品種についても、結実安定のために１回は受粉を行う。

３．高温時の花粉 ７．オウトウの交配親和性の良い組み合わせ
　　１）日なたと日陰による花粉生存率の割合 　　・ほとんどの品種が良く、組み合わせは問題ない。

８．受粉機を使用した受粉
　　・作業工程（ハツタ製）

　　２）日なたと日陰による温度差

４．受粉作業時の花粉
　　・花粉は高温に非常に弱いので、受粉作業時の花粉は、直射日光に当たらないよう

　　　段ボール箱等で日陰を作って使用する。
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・強く精選すると葯ガラ等が粉砕され、線状で混入する。 
・１００ｇの葯ガラ込み花粉で、約１５～２０ｇの精選花粉が採れる。 

用意しておいた石松子・風ほのか・でんぷんを混合する。 

・受粉機の種類によって、噴出量に差があるので注意する。 
・葯ガラ込みの花粉を用いると、目詰まりを起こし噴出量にムラが出る。 

（１）成園１０ａあたり使用量は、６ｋｇの花蕾（１０ｋｇ詰めミカン箱満杯２箱）が最低必要である。 
  （葯ガラ付きの開葯花粉で、１４０ｇ前後採れる。） 
 
 
 
 
 
（２）いずれの増量剤の事例では、花粉と増量剤の比率に幅があるが、花粉の量が多いほど結実が良好に 
 なる（でんぷんの事例では、花粉（葯ガラ付）とでんぷんの比率が12～43倍と非常に幅があった）。 
（３）石松子・風ほのかの量を増やせば、散布時間が長くなり丁寧な受粉ができる。 
（４）機械での受粉作業に慣れない場合は、噴出量を少なくして散布時間を長くすると良い。 
（５）散布時間は、２０～３０分/１０ａ（１０年生樹で９０～１２０秒）を目安とする。 
★開花期が天候不順の場合は、毛ばたきでの人工授粉により結実安定を図る。 
 
  

花粉（葯ガラ付き）１４０ｇ 
石松子・風ほのか ３２０ｇを増量 

で ん ぷ ん     ６㎏を増量 

・１ｋｇの生花から１００ｇの生葯（葯ガラ込み）が採れる。開葯すると乾燥して、１／５程度になる。 
・開葯した花粉（葯ガラ込み）１００ｇから、精選機によって精製花粉を１５～２０ｇ採れる。 

・生花３ｋｇから、葯ガラ込み花粉を60～70ｇ採ることができ、80ｇ入れの石松子・風ほのかの容器で 
  0.5本弱になる。 


